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令和 6 年度 保育所等の利用待機児童について 

こども家庭庁の「保育所等利用待機児童数調査要領」に基づく、本市の令和６年４

月１日現在の保育所等利用待機児童数は、前年から２人増加し、１０人となりました。 

就学前児童数（０歳～５歳児の人口）は、前年から５３８人減少し、１３,９５７

人となりましたが、保育園等を希望する新規利用申込数につきましては、前年から 

２２１人増加し、６，０６４人となっております。 

なお、保育園等の利用者数につきましては、前年から９０人増加し、５，６２９人

となっております。 

 

１ 就学前児童数等の状況                     （単位：人） 

 

２ 年齢別の利用待機児童数の状況 

利用待機児童数は、１、2歳児が一番多く全体の約 8割を占めている状況となって

おります。 

   令和 6 年 4 月 1 日現在（単位：人） 

 
 

区     分 令和 5 年 4月 令和 6 年 4月 前年との比較 

就学前児童数 14,495 13,957 ▲538 

新規利用申込者数 5,843 6,064 221 

利用者数 5,539 5,629 90 
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